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未来を自ら切り拓く ～若者へのメッセージと卒寿のお祝い～
「成長なき国に未来はない」
直近で行われた超短期決戦の衆議院選挙において、高市政権が評価される結果
となりました 。政治への考え方は個人の自由ですが、高市氏の「未来は与えられる
ものではなく、自らの手で切り拓くものである」「成長なき国に未来はない」という
言葉には、私たちの人生や事業においても深く考えさせられるものがあります 。
若者の成長意欲低下への懸念
一方で、ある調査によると、今の若い世代において仕事への熱意や自己成長へ
の期待が低下しているとのことです 。20～30代の正社員の中で、仕事での成

長を重視する人が2023年からの3年間で約10%減少しているというデータもあります 。
この背景には、職場のホワイト化や人口減少に伴う売り手市場、AIの普及による成長意義の低下などが挙げられます
が、こうしたモチベーションの低下は日本の衰退を招きかねません 。戦後、何もない時代からがむしゃらに働き、今の
豊かな日本を築き上げてくれた大先輩方に報いるためにも、これからの日本を担う若者たちには、夢を持ち、さまざま
なことにチャレンジして社会を盛り上げていってほしいと願います 。
人生の先輩としての社会奉仕
そこで、私たちライオンズクラブのメンバーは、単なる奉仕団体としてだけでなく「人生の先輩」として、若者に対して経験
や人生の楽しさを伝え、成長する喜びや可能性を提案していくことが大切です 。これもまた、重要な社会奉仕の一つでは
ないでしょうか 。若い支部メンバーはもちろんのこと、まずはご自身の身近なご家族や社員の皆さんへ働きかけることか
ら始めてみてください 。
西田ライオン、卒寿（90歳）のお祝い
また本日の例会には、ライオンズクラブならびに人生の大先輩である西田ライオンにご出席いただきました 。今月、90
歳の卒寿を迎えられた西田ライオンを、メンバー全員でお祝いいたしました 。

ライオンズローア　L溝口 泰伸

本日はロアーのご指名ありがとうございます。株式会社昭電設備の溝口です。
2月4日に立春を迎え、日中は少しずつ暖かくなってきたように感じております。しか
し、朝晩はまだまだ冷え込み、寒暖差の激しい日々が続くかと思われます。私の会社
でもインフルエンザが流行したり、風邪でお休みをされる方がいらっしゃいます。
先ほどお話を伺い、木村ライオン、西田ライオン、前田ライオンのように、皆様が健
康に年を重ねていらっしゃることは、本当に素晴らしいことだと実感いたしました。
私が気をつけて実践している健康法を一つご紹介させていただきます。夕方に帰
宅してからのうがいも大切ですが、私は朝起きてすぐにイソジンでうがいをしてい
ます。そして、その後にヤクルトを飲むと、体に良いような気がしております。あくま

でもご参考までにというお話ですが、皆様それぞれの健康法に、よろしければプラスアルファとしてお試しください。
長くなりましたが、本日お集まりの皆様の健康を祈念いたしまして、ロアーを発声させていただきます。　うぉー！



ゲストスピーチ　小さな命を救う会　小嶋愛子

【特別講演】目を背けられない現実に向き合って
～小さな命を救う、40年の軌跡と未来への挑戦～ 一般社団法人 SORA
小さな命を救う会 代表 小嶋 愛子 氏

2月12日に開催された2月度第1回例会におきまして、一般社団法人SORA
小さな命を救う会の代表、小嶋 愛子氏をお招きし、特別講演を開催いた
しました。現在、約170名ものスタッフを抱えるシェルターを運営し、金山
駅などでの啓発パネル展も精力的に行っている同会。本講演では、日本
の動物愛護が抱える厳しい現実と、命と向き合い続ける小島氏の40年に

わたる活動の軌跡についてお話しいただきました。
10歳の少女が抱いた違和感から、社会システムへの挑戦へ
小島氏の活動の原点は、わずか10歳の頃に遡ります。公務員の厳格なご家庭で育った小島氏は、ある日、段ボールに
捨てられた犬や猫を見過ごすことができず、自宅へ持ち帰りました。しかし、ご両親からは「元の場所に戻してきなさ
い」と厳しく叱られ、学校へ連れて行っても先生から叱責を受けるばかりだったそうです。この時抱いた「大人の社会へ
の不信感」が、皮肉にも彼女を突き動かす原動力となりました。当時は地元選出の丹羽兵助議員に助けられ、動物たち
の面倒を見てもらったこともあったと振り返ります。
活動への情熱は冷めることなく、29歳の時には「トップに会えば社会が変わるのではないか」と考え、なんと総理官邸
へ直談判に向かわれました。そこで「国の巨大な仕組みはそう簡単には変わらない」という現実を痛感した小島氏は、
愛知県や名古屋市といった地元のシステムから変革していく方針へと転換します。その後、鈴木政二元内閣官房副長
官などの支援も受けながら、行政の中に動物愛護の窓口を作るなど、具体的な仕組み作りに尽力してこられました。

「ガス室」撤去への道のりと、愛知県が抱えていた課題
講演の中で特に私たちの胸を締め付けたのは、殺処分の残酷な現実です。かつて名古屋市では、不要になった動物をガ
ス室に持ち込んで殺処分するシステムがありました。「安楽死」という言葉とは程遠く、動物たちが大変な苦しみの中で亡
くなっていく過酷な現実です。さらに、かつての愛知県は殺処分数が全国ワースト10に入っていたという不名誉な歴史も
ありました。
小島氏らは行政へ粘り強く働きかけ、ついに名古屋市でのガス室の撤去と、現在の動物愛護センターへの移行を実現さ
せました。これは、地道な啓発活動と信念が実を結んだ大きな成果と言えます。

法務省と連携した新たな挑戦と、海外との大きな壁
現在、小島氏はさらなる画期的な取り組みを進められています。それは、法務省と連携し、刑務所の受刑者が保護犬の
トレーニングを行うというプログラムの導入です。動物保護の先進国である海外ではすでに一般的なこの制度は、罪
のない動物の命を救うだけでなく、受刑者の情操教育や再犯防止、社会復帰に向けた更生に大きく寄与する素晴らし
い仕組みです。また、愛知県内の西尾市や常滑市などで生息する野犬（恐怖から人を噛んでしまうこともある犬たち）
の保護と、人に慣れさせるためのトレーニングにも力を注いでいます。
しかし、日本と海外との間にはまだ大きな壁が存在します。日本の法律では、動物の命は依然として「モノ（器物）」とし
て扱われています。海外では保護施設からの譲渡が主流であるのに対し、日本ではペットショップでの生体販売が一
般的であり、悪質な繁殖業者（パピーミル）による過酷な飼育環境など、日本の動物幸福度ランキングは世界的に見て
大きく遅れをとっています。

「考えるよりも、感じて動こう」
講演の結びに、小島氏はご自身の活動スローガンである「考えるよりも、感じて動こう」という言葉を紹介されました。
目の前にある命の危機に対して、理由を探して立ち止まるのではなく、まずは手を差し伸べること。その強い意志が、
40年という長きにわたり多くの命を救い、社会の仕組みすらも変えてきたのです。
私たちライオンズクラブの「We Serve（我々は奉仕する）」の精神にも通じるこの力強いメッセージは、参加した全会員
の心に深く刻まれました。地域社会の課題に対して、私たちがどのように寄り添い、行動していくべきか。改めてその意
義を問い直す、大変有意義な時間となりました。



2月　誕生日お祝い

L 前田朗（還暦） 
誕生日のお祝い、誠にありがとうございます。ご存知の通
り、やっと 60 歳、還暦を迎えました。
今日は木村さんも数え年で喜寿、西田さんも卒寿を迎えら
れます。同じ誕生月に3人揃ってお祝いできるというのは、
滅多にない素晴らしいことだと思います。本日は私の 60
歳の節目でもありますが、30 年後の卒寿に向けて、より一
層頑張っていく所存です。ありがとうございました。

L 木野村好己（喜寿） 
私は満年齢で 76 歳を迎えました。数え年でいえば喜寿に
なりますが、満年齢ですとまだあと 1年ありますので、ど
ちらでお祝いするのが正しいのかはよく分かりませんけれ
どもね（笑）。私も春日井の生まれではありませんが、こ
の春日井で何もないところから商売を始めました。西田さ
んには、日本の土地をたくさん紹介していただきましたね。
西田さんは日本の土地を細かく切り売りしていくご商売で
すから、それはそれで色々とあるわけですが（笑）。まだ
まだ元気で、これからも頑張っていこうと思っております。
皆様、今後ともご支援のほどよろしくお願いいたします。

長寿挨拶  L西田昭夫

【祝・卒寿】L西田昭夫、激動の時代を越えて ～90歳のお祝いと感謝の
スピーチより～
2先日の集いにて、めでたく卒寿（90歳）を迎えられるL西田昭夫のお祝い
が行われました。花束贈呈とともに会場が温かい拍手と歓声に包まれる
中、ご本人よりこれまでの歩みと感謝の言葉が述べられました。本号で
は、その心に響くスピーチの内容を要約してご紹介いたします。
激動の昭和を生き抜いた貴重な体験
L西田昭夫は、1936年（昭和11年）2月20日、大阪府のお生まれです。8
歳で父親の転勤に伴い名古屋へと移り住み、そこで終戦を迎えられま

した。スピーチで特に会員の胸を打ったのは、戦後の厳しい食糧難と生活環境のお話です。当時は本当に食べるもの
がなく、小さな子供時代に毎日のようにひもじい思いを抱えながら、サツマイモやカボチャで飢えをしのいでいたそう
です。のちに食べられるようになった麦ご飯も「麦が7割、白米が3割」。黒っぽく匂いのあるご飯だったものの、当時は
それを食べて育つしかない過酷な時代でした。
また、衛生状態も現在とは比較にならないほど悪く、皮膚病が蔓延していたと語られます。銭湯で「六一〇ハップ（むと
うはっぷ）」という白濁した入浴剤のお湯に浸かって治療したことや、シラミやノミに悩まされたことなど、戦前・戦中を
生き抜いてこられた生 し々いエピソードに、会場の皆が深く聞き入りました。
感謝とともに歩むこれからの人生
数々のご苦労を逞しく乗り越えてこられたL西田昭夫ですが、スピーチの最後は次のような感謝の言葉で締めくくられま
した。「幸いにして色々なことがありましたが、なんとか90年生きることができました。あとは神のみぞ知る命でございま
すが、これからも皆さん、よろしくお願いいたします」
過酷な時代を生き抜いてこられた力強さと、周囲への温かい気遣いが詰まった素晴らしいご挨拶でした。
L西田昭夫、卒寿の御祝いを心よりお慶び申し上げます。これからも益々のご健勝にて、私たちクラブメンバーへのご指
導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。



http://www.kasugai-chuo-lions.com是非、ご覧ください
クラブホームページ

 

第1119回 2月度  第1例会     2026年2月12日（木）
   〈会員総数〉50名    〈出席者数〉34名
   〈欠席者数〉16名　 〈例会出席率〉68%

出席状況
報告

L小山 貴次

■ 発行所 春日井中央ライオンズクラブ
■ 事務局 春日井市鳥居松町5-45 春日井商工会館内　TEL 0568-84-0585　FAX 0568-82-0220

■ マーケティング・コミュニケーション委員長

■ 会長 L田中 智司  田中事務所　　 春日井市鳥居松町4-16 TEL0568-82-4152
■ 幹事 L中村 紳 （株）看板ナカムラ 春日井市気噴町3-12-1  TEL0568-51-5810

プラミング設備 (同)
春日井市中央通2-61 プリンスハイツ中央通1003

TEL0568-84-8084

第1120回 2月度 第2例会
《日時》 令和8年2月26日（木）　12：30～
《場所》 ホテルプラザ勝川

１．開会のゴング
２．国旗に敬礼
３．   国歌並びにライオンズヒム斉唱
４．  ライオンズの誓い唱和とスローガン唱和
５．  会長挨拶
 ６.     食事タイム
７.      会員スピーチ
８.     幹事報告
９.    テールツイスターの時間
10.    出席状況報告
11.    ライオンズローア　 
12.    閉会のゴング

例会プログラム

春日井市のポイ捨て・ふん害防止推進市民協議会の清掃活動に当クラブも参加します。３３４―A地
区合同アクティビティとしてプロウォーキング（ゴミ拾いウォーキング）をすることになっており春
日井４クラブと共に、この清掃活動をプロウォーキングとして毎回報告しています。
ご多忙とは存じますが皆様ご出席頂きます様、ご案内致します。

実施日時　：　２０２６年３月８日（日）（雨天中止）　ＡM８：２５～　ＡM１０：００
集合時間　：　ＡM８：１５（4クラブ集合写真撮影）
集合場所　：　落合公園噴水前
活動場所　：　落合公園・ふれあい緑道周辺　
服　　装　：　ライオンジャンパー・野球帽    ※支部会員は動きやすい服装
持 ち 物  　：　軍手

清掃活動のご案内

今後のスケジュール


